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過
日
、
尼
崎
市
職

労
が
組
合
員
向

け
文
化
レ
ク
活
動

と
し
て
「
三
線
体

験
会
」
を
開
催
し

た
。
要
請
が
あ
り

講
師
と
し
て
参
加

し
た
。
役
員
を
含
め
12
人
が
、

楽
し
く
真
剣
に
三
線
に
触
れ
た

▼
尼
崎
市
に
は
「
兵
庫
の
リ
ト

ル
沖
縄
」
と
呼
ば
れ
る
戸
ノ
内

地
区
を
中
心
に
、
沖
縄
県
出
身

者
や
、
そ
の
子
孫
が
多
く
住
む
。

旧
盆
に
合
わ
せ
て
毎
年
行
わ
れ

る
「
道
ジ
ュ
ネ
ー
」（
エ
イ
サ
ー

を
踊
り
な
が
ら
地
域
を
巡
る
先

祖
供
養
行
事
）
に
は
、
地
域
外

か
ら
も
多
く
の
人
が
見
学
に
訪

れ
る
。
こ
う
し
た
尼
崎
で
の
体

験
会
だ
け
あ
っ
て
、
親
の
形
見

の
古
い
三
線
を
持
参
し
た
人
や
、

沖
縄
ル
ー
ツ
な
の
で
三
線
を

や
っ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
人
の

参
加
が
あ
っ
た
▼
労
働
組
合
が

文
化・芸
術
活
動
に
取
り
組
む
意

義
は
、
連
帯
感
の
醸
成
や
生
活

の
質
の
向
上
な
ど
様
々
あ
る
が
、

地
域
に
根
付
く
文
化
や
多
様
性

の
尊
重
を
学
ぶ
機
会
で
も
あ
る

の
だ
と
感
じ
た
。
尼
崎
市
職
労

の
今
回
の
取
り
組
み
が
、
さ
ら

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
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１日　県本部衛生医療評病院集会（神戸市教育会館）
１日　県本部公共民間協春闘学習会（県本部）
２～３日　県本部公企評水道集会・下水道部会交流会

（津名ハイツ）
７日　県本部中央委員会（あすてっぷKOBE）
８日　県本部春闘討論集会（ひょうご共済会館）

当面の日程

県本部三線サークルによる演奏

ん
だ
教
訓
も
、
30
年
間
で
大
幅

に
職
員
が
減
っ
た
こ
と
で
、
緊

急
時
に
活
か
し
き
れ
な
い
問
題

が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
政
治

の
課
題
で
は
「
昨
年
の
解
散
総

選
挙
で
、
裏
金
問
題
で
ゆ
れ
た

自
民
・
公
明
与
党
が
過
半
数
割

れ
と
な
り
、
少
数
与
党
に
追
い

込
ん
だ
こ
と
で
、
議
論
を
尽
く

す
政
治
を
取
り
戻
し
た
。
７
月

の
参
議
院
選
挙
は
流
れ
を
加
速

さ
せ
る
重
要
な
選
挙
。
私
た
ち

の
課
題
を
国
会
で
訴
え
続
け
て

き
た
『
岸
ま
き
こ
』
さ
ん
が
、

引
き
続
き
活
躍
す
る
こ
と
が
必

要
」
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
被
団
協
の

「
や
っ
て
き
た
運
動
を
次
の
世

代
の
皆
さ
ん
が
、
工
夫
し
て
築

い
て
い
く
」と
の
言
葉
か
ら「
私

た
ち
の
運
動
で
も
再
生
と
成
長

に
繋
が
る
。
干
支
の
巳
年
の
と

お
り
『
復
活
と
再
生
』
の
１
年

と
す
る
た
め
に
、
単
組
と
共
に

全
力
で
取
り
組
む
決
意
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
駆
け
付
け
た
那

須
健
連
合
兵
庫
会
長
は
「
昨
年

の
春
闘
で
は
平
均
５
％
以
上
の

賃
上
げ
率
と
な
り
33
年
ぶ
り
の

高
水
準
と
な
っ
た
が
、
中
小
は

４
・
45
％
と
大
手
と
中
小
の
格

差
が
拡
大
し
た
。
格
差
を
縮
め

る
た
め
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
行
く
」と
決
意
を
述
べ
た
。

　

多
く
の
来
賓
か
ら
あ
い
さ
つ

を
受
け
た
の
ち
、
県
本
部
三
線

サ
ー
ク
ル
の
演
奏
や
各
評
議
会

作
成
の
岸
ま
き
こ
応
援
動
画
が

上
映
さ
れ
た
。

低空飛行

大  植　賢（豊岡市職労）

現
場
の
み
な
さ
ん
と
も
意
見
交

換
を
行
い
、
人
員
問
題
や
清
掃

事
業
の
課
題
な
ど
を
確
認
し

た
。

　

そ
の
後
、
県
職
労
執
行
部
と

組
織
現
状
や
県
知
事
を
め
ぐ
っ

て
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
会
を
行
っ
た
。
鬼
木
参
議
院

議
員
は
福
岡
県
職
労
出
身
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
現
状
や
課
題

に
つ
い
て
率
直
な
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
特
に
知
事
選
挙
後
も

大
変
な
状
況
が
続
い
て
い
る

が
、
問
題
と
な
っ
た
選
挙
の
あ

り
方
な
ど
国
会
で
取
り
上
げ
、

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
決
意

を
い
た
だ
い
た
。

　

１
月
８
～
９
日
に
来
県
し
た

自
治
労
組
織
内
鬼
木
ま
こ
と
参

議
院
議
員
は
、
１
月
９
日
８
時

に
神
戸
市
環
境
局
垂
水
事
業
所

の
出
庫
へ
の
激
励
を
行
っ
た
。

　

県
本
部
組
織
内
議
員
団
会
議

が
１
月
８
日
、
県
本
部
旗
開
き

前
段
に
開
催
さ
れ
た
。
黒
田
一

美
議
員
団
団
長
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
の
ち
、
鬼
木
誠
自
治
労
組

織
内
参
議
議
員
か
ら
「
解
散
総

選
挙
で
、
自
民
・
公
明
与
党
は

少
数
与
党
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

不
誠
実
で
乱
暴
な
議
会
運
営

が
、
衆
議
院
で
は
野
党
の
主
張

も
一
定
取
り
入
れ
な
が
ら
、
一

致
点
を
見
出
し
て
い
く
よ
う
に

大
き
く
変
わ
っ
た
。
政
治
変
革

の
途
上
で
あ
り
、
本
当
に
変
革

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
７
月

参
議
院
選
挙
に
お
い
て
は
、
皆

さ
ん
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　

承
認
事
項
で
は
野
々
村
康
丹

波
篠
山
市
議
会
議
員
の
議
員
団

へ
の
加
入
を
確
認
し
た
。
協
議

事
項
で
は
今
年
６
月
執
行
予
定

の
尼
崎
市
議
会
議
員
選
挙
「
わ

た
せ
和
人
」
政
策
協
力
候
補
の

取
り
組
み
や
県
本
部
闘
争
課
題

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
ま

た
、
役
員
体
制
に
つ
い
て
は
、

議
員
団
団
長
に
黒
田
一
美
兵
庫

県
議
会
議
員
、
事
務
局
長
に
加

地
幸
夫
神
戸
市
会
議
員
を
確
認

し
た
。

　

県
本
部
は
新
春
旗
開
き
を
１

月
８
日
、
神
戸
市
内
の
ラ
ッ
セ

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
山
下
忠

之
委
員
長
は
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
「
昨
年
は
自
然
災
害
で
多
く

の
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
１
年

だ
っ
た
。
今
年
は
阪
神
淡
路
大

震
災
か
ら
30
年
。
こ
の
間
に
学

７月の参議院選挙に向け意思統一

県職労と意見交換する鬼木さん●左左

　自治労は、春闘期に政府・自治体及び雇用主に
対し要求書を提出し、１年間の賃金・労働条件闘
争をスタートする。
　ストライキ批准投票は、年間を通じてストライ
キを含む闘争指令権を中央闘争委員会に委譲する
ことについて、組合員の承認を求めるもの。
　ストライキをはじめとする各種戦術の配置は、
要求実現や合理化阻止などを達成するための手段
である。その手段をより有効にするためには単な
る戦術配置ではなく、労働組合にとって重要な『団
結』を示すことが不可欠であり、ストライキ批准
投票はまさに団結力を数字で示される。
　自治労産別全体として、賛否の欄には丸印を入れ、
圧倒的な高率でストライキ批准投票を成功させよう。

ストライキ批准投票
高批准で成功させよう 県本部新春旗開き

復
活
と
再
生
の
１
年
に

賛
否
の
表
示
に
○
を
！ 自治労議員団会議

国
会
の
風
景
が
か
わ
っ
た

参
院
選
に
勝
利
し
政
治
変
革
を
推
し
進
め
る

鬼木参議院議員

職
場
・
書
記
局
を
訪
問

職
場
課
題
で
意
見
交
換
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但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
県

本
部
70
周
年
事
業
で
、
丹
波
市

発
祥
の
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
を
１

月
11
日
、
養
父
市
内
で
開
催
。

10
単
組
41
人
が
競
技
し
た
。

　

囲
碁
ボ
ー
ル
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
と
五
目
並
べ
を
組
み
合
わ
せ

た
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
。
チ
ー
ム

戦
は
黒
ボ
ー
ル
か
ら
交
互
に
行

い
、
各
チ
ー
ム
10
球
を
打
ち
１

局
が
終
了
す
る
。
縦
・
横
・
斜
め

で
３
個
か
ら
５
個
ま
で
の
ラ
イ

ン
を
作
り
、
ラ
イ
ン
の
個
数
が

多
い
方
が
有
利
と
な
る
。

　

今
回
初
め
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

握
っ
た
参
加
者
も
あ
り
、
白
熱

し
た
試
合
が
続
い
た
。

　

試
合
は
予
選
通
過
の
４
チ
ー

ム
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
っ

た
結
果
、
丹
波
臨
職
労
チ
ー
ム

が
優
勝
、
準
優
勝
は
養
父
市
職

労
チ
ー
ム
と
な
り
、
地
元
産
賞

品
を
ゲ
ッ
ト
し
た
。

　
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30

年-

災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
１
月

12
日
、
神
戸
市
内
で
１
５
０
人

が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

　

集
会
は
、
自
治
労
兵
庫
県
本

部
も
参
加
す
る
「
災
害
と
ア
ス

ベ
ス
ト

－

阪
神
淡
路
30
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
主
催
し
た
。

　

震
災
か
ら
30
年
が
経
過
し
た

が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
病
気

は
潜
伏
期
間
が
あ
り
、
今
後
も

対
策
が
必
要
な
課
題
で
あ
り
、

集
会
で
は
、
大
震
災
で
明
ら
か

に
な
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を

次
の
世
代
へ
と
語
り
継
ぐ
必
要

性
が
確
認
さ
れ
た
。

　

第
１
部
は
、「
検
証―

阪
神
・

淡
路
大
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」

と
し
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
ト
ッ
プ
・

ザ
・
ア
ス
ベ
ス
ト
」
の
上
田
進

久
さ
ん
、
立
命
館
大
学
の
南
慎

二
郎
さ
ん
、
熊
本
学
園
大
学
の

中
地
重
晴
さ
ん
か
ら
震
災
時
に

曝
露
、
発
症
な
ど
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

　

第
２
部
は
、「
語
り
継
ぐ
震

災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」
と
し
て
、

大
阪
市
立
大
学
の
宮
本
憲
一
さ

ん
、
神
戸
大
学
大
学
院
の
原
口

剛
さ
ん
か
ら
報
告
を
受
け
た

後
、中
皮
腫
の
患
者
の
方
か
ら
、

次
に
神
戸
大
学
の
学
生
が
自
ら

の
経
験
を
元
に
語
り
継
ぐ
た
め

の
課
題
が
語
ら
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
で
の
話
に

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

「
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」
問
題

指示どおりの場所へ打てるか

会場は満席となった

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

最
後
に
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
30
年   

災
害
ア
ス
ベ
ス
ト

に
よ
る
健
康
被
害
を
抑
制
す
る

た
め
に
」
と
の
声
明
を
全
体
で

確
認
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終

え
た
。

　

Ｊ
Ｒ
鶴
橋
駅
を
出
発
し
、
韓

国
食
材
、
海
鮮
な
ど
の
お
店
が

多
く
立
ち
並
ぶ
鶴
橋
商
店
街
を

抜
け
、「
大
阪
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
」

で
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並
み

を
楽
し
み
、
韓
国
と
日
本
の
歴

史
に
も
触
れ
な
が
ら
、
交
流
を

深
め
た
。

　

韓
国
と
生
野
区
等
の
つ
な
が

り
は
古
墳
時
代
ま
で
遡
り
、
す

で
に
そ
の
頃
か
ら
多
く
の
人
々

が
百
済
か
ら
移
り
住
ん
で
い
た

こ
と
な
ど
を
知
り
、
は
る
か
昔

の
大
阪
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら

の
街
歩
き
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
い
く
の
パ
ー
ク
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
廃
校

の
小
学
校
で「
キ
ム
チ
づ
く
り
」

を
体
験
。
塩
漬
け
さ
れ
た
白
菜

に
秘
伝
の
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
を
す
り

込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ム
チ
を

作
っ
た
。
同
じ
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
を

使
っ
て
も
手
の
温
度
や
す
り
込

む
時
の
力
加
減
で
味
が
変
わ
っ

て
く
る
そ
う
だ
。

　

最
後
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
満
喫
し
た
後
、
今
回
の
行

事
を
き
っ
か
け
に
、
ブ
ロ
ッ
ク

の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
組
合

員
も
お
り
、
組
合
活
動
の
裾
野

が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
願

い
、
焼
肉
交
流
会
で
お
肉
と
お

酒
を
し
っ
か
り
堪
能
し
、
交
流

を
深
め
た
。

キムチ作りを体験中

　

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
は
県

本
部
70
周
年
を
記
念
し
、
12
月

14
日
に
「
コ
リ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
を
大
阪
市
生
野
区
で

開
催
し
、
10
単
組
か
ら
27
人
が

参
加
し
た
。

削
減
と
い
っ
た
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
国
に
よ
る
補
助
金
配

分
や
政
策
改
善
の
必
要
性
が
強

調
さ
れ
た
。
神
戸
交
通
労
組
は
、

視
察
や
議
論
を
通
じ
て
得
た
知

見
を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
、

地
域
交
通
の
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

方
、
総
理
の
演
説
で
は
地
域
公

共
交
通
へ
の
言
及
が
な
く
、
地

方
創
生
の
実
効
性
に
懸
念
が
示

さ
れ
た
。
特
に
、
地
域
住
民
の

移
動
手
段
を
確
保
し
な
け
れ
ば

過
疎
化
が
進
む
と
の
危
機
感
が

共
有
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
運
転
手
不
足
や
路
線

　

昨
年
12
月
17
日
、
神
戸
交
通

労
働
組
合
の
役
員
８
人
が
東
京

都
交
通
局
を
訪
れ
、
他
都
市
の

公
共
交
通
運
営
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
。
視
察
の
前
日
に
は

国
会
見
学
を
実
施
し
、
岸
ま
き

こ
自
治
労
組
織
内
参
議
院
議
員

と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
地
方

公
共
交
通
の
課
題
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
石
破
総
理

の
掲
げ
る
「
地
方
創
生
２
・
０
」

が
具
体
的
な
公
共
交
通
政
策
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
へ
の

疑
問
が
挙
げ
ら
れ
た
。
補
正
予

算
で
交
付
税
が
増
額
さ
れ
る
一

地方公共交通の課題について岸さん●左左と意見交換

神戸交通労組
岸さんと意見交換「
地
方
創
生
」の
実
効
性
に
懸
念

公
共
交
通
政
策
の
改
善
を
訴
え
る

但馬丹波ブロック

囲碁ボールで懇親深める
狙った距離と方向性が重要

阪神淡路ブロック

韓国・日本の歴史に触れ
コリアンタウンを満喫

災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
を
考
え
る

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
対
策
を


